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はじめに
　「文字のない所には歴史はない」とは河野六郎のことばである（1
（
。たとえ、読み手と書き手の間に時間的・空間的な隔たりが
あったとしても、また表記文字が現行と違っていても、内容面において変化することなく、間接的伝達に裨益するのが文字言語である。時代を遡って表記体の変遷を考えてみると、古代には、日本語を表記する文字として、漢字の音訓を借用して仮名書したものに歌がある。　
乾善彦（二〇一七）は五世紀末から六世紀にかけて 表音表
記の例として、金石文・稲荷山古墳出土鉄剣銘などを挙げ、 「漢文（中国語）と日本語との対応による日本語要素の分節が、日本語要素を表音的に書きあらわすことを要請した。 」そ 「日
本語要素が漢字の借音によって表記されるのは、固有名詞にはじまるとみてよい。 」 （ 『日本語書記用文体 成立基盤』一〇〇―一〇一頁）といい
（2
（
、文字史の時代区分として、
漢字専用の時代は、時代特徴としてたしかな区分された時代であると認められる。そして、そこに展開されたさまざまな日本語書記の方法は、内に仮名成立以降の展開をも含んだものとなっている。とす ならば、文字史 おける古代とは、漢字によ 日本語を書記する方法としての漢字仮名交じり成立 時代であり、近代とは文字としての仮名（片仮名・平仮名）を交える、漢字仮名交じり成立の時代ととらえることができよう
（3
（
。
 
（ 『漢字による日本語書記の史的研究』五七―五九頁）
近世初期俳諧の漢字の表音用法による異体仮名
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と記されるように、漢字専用の時代から、幾多の工夫が積み重ねられ少しずつ変化しながら成立したのが、現行の漢字仮名交じり文である。文字史上、画期の一つに平安期の平仮名 成立があるが、そ 以降も、仮名に平仮名基本字体と漢字の表音用法が混用され 漢字の表意的・表音的の両者を重層的に併用することは、古代から近世まで脈々と続き、近世の俳諧に継承されることになる。　
宇野義方（一九八六）は、 「異体がなの使い分け」で「異体
がなの種類もできるだけ多く使おうとする場合を別 すれば」中世から近世にかけて、 「仮名一字について仮名の字母（漢字）は二、 三種程度になっているものが多いのではなかろう
か
（4
（
」と
述べ、矢田勉（二〇一二）は、異体 の発生の問題に関して「古い資料から傾向を見つけ出す努力を重ねることよりも」 「いつ何を原因にして」異体仮名の使い分け 行われるよ になったのかが重要であると指摘する
（5
（
。
　
また、近世の仮名字体の先行研究では、内田宗一（一九八八）
に黄表紙・洒落本の仮名字体の種類・複数種の字体の分担機能など ついての論考があり
（6
（
、浜田啓介（一九七九）の同一字母
からの草体化の違いによる書き分けについての論考では、近世
の種々の版本において異体仮名の使用字体数を数量的に一級から一六級まで区分され、貞門の俳書版本は一三級から一六級と最も字体数が多い所に位置することが述べられている
（7
（
。
　
上述のような先行研究があるものの、近世の律文における
異体仮名の字母についての言及はないように思われ、拙稿（二〇一
八
（8
（
）では、近世初期の狂歌を資料として、画数の多い
異体仮名の字母四字のみを取り上げて、その選択意図や視覚的効果などについて述べてきた。しかし、近世初期の俳諧の表記に関する研究では、漢字と振り仮名の関係・語頭の「お」 「を」の仮名遣い・用語の問題などを中心として検討を重ね、漢字の表音用法 よる異体仮名にまでは至らなかった
（9
（
。
　
そこで、本稿では一六〇〇年頃から一六九〇年頃までを近世
初期とし、そこに位置する貞門と談林の俳諧一〇作品集を対象に、異体仮名が読み手への伝達の媒体として、同 の音節に複数種の字母が混在する中で、どの字母（漢字）を用い、ど ような特徴的な点 見られ か、崩し方による字体ではなく 次のよ 点に注目して検討を進めていきたい。
 
　
㈠字母の選択に意識的な基準があったのか
 
　
㈡
 『古今和歌集』 （鎌倉期の写本） ・ 『万葉集』 （仮名書歌巻）との共通字母
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なお、考察に当たり、明治三三年小学校令施行規則で定めら
れた現行の平仮名字体の字母は、平仮名と漢字（字母）を視覚的に判別することが難しい で除外
し
（（1
（
、それ以外の漢字を行・
草書化し、音訓を借用した仮名を異体仮名として、草体化の方法や程度によって変化した字形であっても、同一の字母であれば同字と捉え処理することにする。　
また、 『万葉集』 （仮名書歌巻）では、後代の平仮名基本字体
を交える表記体 は異質な一面があるので、 『万葉集』中での仮名 「万葉仮名」とよぶことがあ 。　
調査には次のような資料を取り上げ、いずれも詞書・題詞を
除き歌句のみを対象とし、左記に加えて築島裕（一九八一）『仮名』掲載の諸作品の字母表を参考資料とした
（（
（
。
〇
 俳諧集―『近世文学資料類従古俳諧編』 （勉誠社）から『正章千句』 『紅梅千句』 『宗因七百韻』 『當流籠抜』 『西鶴五百韻』『江戸蛇之鮓』 『江戸宮笥』 『軒端の独活』 『七百五十韻』と天理図書館綿屋文庫『談林俳書集一』から『江戸八百韻』を使用した。
〇
 『古今和歌集』 〈 『古今集』 〉 ―鎌倉期 写本 『貞応二年本』 〈 貞応本』 〉 『嘉禄二年本』 〈 嘉禄本』 〉 『蒔絵小箱三代集本 〈 『三代集本』 〉 （以上 『冷泉家時雨亭叢書』 朝日新聞社） を使用し、 『古
今和歌集』の写本三種を「三本」と記し、個々の資料名では〈 〉内の略称を用いることがある。
〇
 『万葉集』 （仮名書歌巻：巻五・一四―一五・一七―二〇） ― 『万葉集歌句漢字総索引』 （桜風社）により、清濁・上代特殊仮名遣の甲・乙では区別することなく参考とした。
一
　
一〇俳諧集と『古今集』 （写本三本）の共通異体仮名
　
俳諧集の仮名漢字交じりの表記体での主用仮名は、概ね平仮
名基本字体、あるいはその字母で書記され、そこに漢字の表音用法による異 仮名が混在する様相を呈している。その異体仮名の字母を取り上げ 『古今集』 （三本） 『万葉集』 （仮名書歌巻）での有無、或は、 『古今集』 （三本）との字母種の差異などに注目して検討していきたい。　
資料とする一〇俳諧集中、異体仮名の字母には異なり数で
七一字があり、その中で、 『古今集』三本との共通字母には六二字がある。本節では、 その共通する字母六二字を取り上げ、異体仮名の特徴・運用方法などの視点から検討を加えることにする。　
次の二重傍線を付す字母は『万葉集』 （仮名書歌巻）にもあ
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る字母であり、清濁・上代特殊仮名遣甲・乙の区別はしない。●一〇俳諧集すべてに出現する異体 （一六字）ア、 『古今集』三本とすべて共通する字母（一三字）　
 あ「阿」か「可」く「具」し「志」す「須」た「多」の「能」は「者」 「八」ほ「本」み「三」り「里」わ「王」
イ、 『古今集』三本中いずれかと共通する字母（三字）　
 「婦（ふ） 」 （ 『貞応本』 『三代集本』 ） 「耳（に） 」 （ 『三代集本』 ）「越（を） 」 （ 『嘉禄本』 『三代集本』 ）
●
 一〇俳諧集中、いずれかの作品集に使用される字母と『古今集』 （三本）とが共通する字母（四六字）
ア、 『古今集』三本すべてに見える字母（二〇字）　
 い「伊」け「介」 「遣」さ「佐」た「堂」ち「地」つ「徒」な「那」に「尓」ね「年」ひ「日」 「飛」ふ「布」ま「満」 「万」
 み「見」
む「無」め 免 る「累」れ 連
イ、 『三代集本』にのみ見える字母（二〇字）　
 え「盈」か「閑」き「支」 希 す「春」そ 楚 つ 津て「
帝
」に「
丹
＊」ぬ「
怒
＊」の「
農
＊」は「盤」へ「遍」
や「屋」ゆ 遊 ら 羅 る 流 類 ろ 路 ゐ「井」
ウ、 『古今集』のいずれか二本と共通する字母（六字）　
 『嘉禄本』 『三代集本』 ：き「起」そ「所＊」と「登」
　『貞応本』 『三代集本』 ：け「氣」こ「古」　『貞応本』 『嘉禄本』 ：せ「勢」　以上の六二字中、俳諧集と『古今集』では「ぬ」 「の」に対
応する異体仮名「怒（ぬ） 」 「農（の） 」が、万葉仮名では前者は「の」後者は「ぬ」とする違い、また「丹」は仮名書歌巻八一〇番では「に」ではなく、 「た とする違い あるが、この音の異なる三字を含めると四四字が『万葉集』 （仮名書歌巻）との共通字母となる。なお、 『万葉集』との共通字母「所」は『日本古典文学大系』では「乎美祢見可久思」 （三三六二）の「可に「 〔六丁〕可（意改）―所」と 底本の「所」を改定してとする脚注があることから『万葉集』に「所 があ とし
た
（（1
（
。
ここで看過できないのは、 『古今集』 （三本）にない九字 除いた六二字中、 勢」以外 六一字種が『三代集本』 一致することである。　
以下、事例の少ない「閑（か） 」 「井（ゐ） 」 、四種の字母があ
る「け」 、二種の 母に使い分けが見える「婦」 布 を取り上げて、それぞれの字母がどのように使われているかを具体的に示すことにしたい。用例文では 目的とする異体仮名以外 平仮名基本字体で記し、目的とする異体仮名 は依拠した漢字示す。また、傍線は稿者付記によ ものであり、 （
 ）内の漢数
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字は集中の句番号を示す。　「閑（か） 」は、一〇俳諧集全体では、断然「可」の使用数が多い中で、 「か」に「閑」を当てる例には次の四例がある。　①
蕈クサビラ
はいやか上にし閑さなりて（ 『正章千句』四八七）
　
②紅梅やかの銀
ギン
公コウ
の閑らころも（ 『紅梅千句』一）
　
③閑らの騎
キ
に新
シン
羅ラ
の絹を盗みかへ（ 『紅梅千句』二七
　
④閑くて居は幾世へなたり釣鰹（ 『宗因七百韻』一〇八）
　『紅梅千句』 ②の 「からころも」 は次の句の付合の契機となり飯田正一『貞徳紅梅千句』には「 「紅梅 「銀公 「からころも」で濃艶なものを形象しようとしている
（（1
（
」とある。③の「騎」は
「綺」の誤字と解し、 「唐の綺」に「新羅の絹」をすりかえるという重要な要素を有する語句であるから、 語頭の をで表記し視覚的効果 求めたのだろう。 『宗五大艸紙』 （折紙調候様の事）の「尾に不
レ居字の事」に「閑」があり、 「必不
レ居
にはあらず。あ く書ぬれば見にくき間。是等を嫌ふなり。あながち堅じもなんじきらはず。歌の五もじには書まじきにや。七文字のかしらなんどには不可嫌 」と記され
る
（（1
（
。これは武家
の作法書である。必ずしも、和歌・俳諧に当て嵌まるものではなく、 『古今集』 （三代集本）では、　
⑤閑りこもの思乱て我こふと
　　　
いもしるらめや人しつけすは（ 『三代集本』四八五）
　
⑥我うへに露そをくなる漢河
　　
とわたる船のかいのしつく閑（ 『三代集本』八六三）
　
⑦甲斐かねをねこし山こし吹風と
　　
人にも閑もやことつてやらん（ 『三代集本』一〇九八）
とあり、⑤は五字句で使用され、語頭・文末・清濁両者など幅広い「閑」の用法が見える。　「井（ゐ） 」は『紅梅千句』に　⑧埋れ井に湯をわかすへき様もなし（三九五）
　　
へつひもそこねはつる大
オホ
な井（ 『紅梅千句』三九六）
とあり、 三九五番の 埋れ井」 荒れ果てた井戸のことをいい、「井」 は表語機能を持つ。 三九六番では前句の 「埋れ井」 を受けて、「湯をわかすへき様もなし」の理由として地震の雅語的表現である「な井」を付合とすることから、こ 「井」は「ゐ」の異体仮名として使用されていることになる。 『古今集』 三本中では、『三代集本』にのみ「つ井に」 「まと井」 「ひとり井て」 「なか井」「くれな井」などの「ゐ」を「井 で表記する例がある。　「け」 には 「希」 「介」 「氣」 「遣」 の四字種があり、 九俳諧集と 『古今集』 （三本）両者で汎用される「介」 「遣」を『西鶴五百韻』では使用されず、使用頻度が高くない 希 一種を使い、頻出
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度の高い通用文字に拘ることがない。　
⑨取あ希はゝがさはく呉竹（ 『西鶴五百韻』三四）
　
⑩あさ霞常衣の袴かいから希（ 『西鶴五百韻』二五一
　『西鶴五百韻』のこの傾向は「に」にもあらわれ、 「に」に汎用文字の「尓」を対応させることなく「丹」 用 られている。　それならば、 同じ西鶴の『好色一代男』の版本では「け」 「に」
にどの字母で書き表されているのか、巻一を調査してみると、「介」は本行ではなく振り仮名に、 「尓」は振り仮名と本行の行末の空白が狭い場所に使われ、通常は「け」には「希」 、 「に」には「丹」が使われ、 『西鶴五百韻』の用字と同じ様相を呈ている
（（1
（
。
　『古今集』三本中では『嘉禄本』は「希」を使用することはなく、 『三代集本』では四種 すべてが用いられ、 「介」が多用される中で「希」に九例 ある。その中で、 『悦目抄』
「大方書たがへてあしかるべきかなの事」に 「下に「希」 」の記載がある
（（1
（
が、
　
⑪二なき物と思しをみなそこに
　　
山のはならていつる月か希（ 『三代集本』八八一）
と、語末に「希」を使う一首がある。　「婦」は全俳諧集で使用される一方、 「布」は一〇俳諧集中四
俳諧集のみで、その使用頻度は低い。では、両者には使い分けがあるのか『七百五十韻』で調査してみると、 「布」四例は「布り」 （二六六） 「布く」 （四五〇） 「布るかりき」 （五〇一） 「布たり」（六七六） と語頭に位置するのに対して、 画数の多い 「婦」 六例は、「よ婦
〟
」 （四〇） 「おも婦」 （四三） 「向婦歯なら婦
〟
」 （三六〇）など、
活用語尾に清濁両用文字として分節を示す機能を果たし、両字母には書き分けを指向する意図が窺われる。 その他の俳諧集 『軒端の独活』では上下混乱しているが、 『宗因七百韻』 『西鶴五百韻』では『七百五十韻』と同様に「上―布」 「下―婦」 画然とした書き分けがある。　
一方『古今集』三本を見てみると『嘉禄本』では「婦」を用
いることなく、二字母を使 する『貞応本』では「 八八回中語頭に八四例、 「婦」では語頭に「婦るさと」 （一四六）一例があり、 『三代集本』での「布」は 例中四例、 「婦」は八〇回中七二例が 位置し 『貞応本』 『三代集本』 者では二字母の使用差が大きいこと、異体仮名 中で二字母のどちらを主用とするかが逆転して るこ などにより比較が難しく、使い分けの基準は判然としな 。ただ 『貞応本』 『嘉禄本』では二字母中「布」を主用する 、 「婦」を主用異体仮名とする『三代集本』は俳諧集と同じで ること 注意したい。
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二
　
異体仮名七一字中『古今集』三本にない字母
　
一〇俳諧集の異体仮名七一字中『古今集』三本にない字母に
「倶（く） 」 「寿（す） 」 「遅（ち） 」 「傳（て） 」 「濃（の） 」 「舞（む） 」「茂（も） 」 「李（り） 」 「衛（ゑ） 」の九字がある。本節ではこれら九字に焦点を当てて検討を加えることにしたい。●『古今集』三本にない九字中『日本紀竟宴和歌
（（1
（
』に事例があ
る字母「倶」 「傳」 「濃」の三字について、それぞれの字母の俳諧集における用法と共に『日本紀竟宴和歌』の一例を提示することにす 。㈠「倶（く） 」 ： 『紅梅千句』 のみ次の二例が見える。　
⑫月待に寝つく解
ケダイ
怠を霜夜にて（三四一）
　　
鈴なりやめはひゞ倶つりかね（ 『紅梅千句』三四二）
 
　
⑬末社には鹿嶋の神をいはゝばや（三九七）
　　
花やかに運
ウン
をひら倶兵法（ 『紅梅千句』三九八）
　
⑫の三四二番では、 『貞徳紅梅千句』に「鈴―常香盤の鈴か。
常香盤は、仏前で常に抹香をたくよう 仕掛けた香盤。燃えつきると鈴が落ちて時報の役をする。 」とあり、鈴なりが止むと同時に鐘が鳴り響くとすることから、内容面で「共に揃って」の意を持つ 「倶」 を用いたと推測でき 三九八番は前句の 「鹿
嶋の神」から「兵法」を付け、鹿嶋の神は地震おさえの神、及び軍神として有名であることから 「倶」により二つの神 重なりを表現したのだろう。同じ『紅梅千句』 「具（く） 」の用例には「つゝ
具
」 （一二九・二三一） 「ひゞ
具
」 （二四四） 「行
つ具し」 （五一三）の四例があり、二四四番では　
⑭此しゆらは太鼓なくては引かれまし（二四三）
　　
帝タイ
釈シヤク
天デン
とひゞ具神鳴（ 『紅梅千句』二四四）
と詠み、 前句 「太鼓」 から 「でん〳〵とひびく」 と付け、 三四二番・三九八番のように「共に」の意は表さない。・ 『日本紀竟宴和歌』　
⑮
 倶娑幾微儺擧都夜謎豫斗底婀肆撥羅乃矩兒閉多智儞芝夷装鳴那氣釐（くさきみなことやめよとてあしはらのくにへたちにしいさをなりけり） （得天穂日命二首）
㈡「傳（て） 」 ： 『江戸宮笥』にのみ　
⑯梅に匂ひ傳江戸調和宿（ 『江戸宮笥』二〇〇）
など四例があり、 「白雨の雲江戸へ下つ帝」 （ 『江戸宮笥』一四）などの一九句に見える「帝 との職能の違いはない。・ 『日本紀竟宴和歌』　
⑰
 保登計須羅微迦斗加志胡美斯朗陀弊能那 迦幾和計傳宜麻勢流母廼袁（ほとけすらみかとか こみしらたへのなみか
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きわけてきませるものを） （得天國排開廣庭天皇二首）
㈢「濃（の） 」 ：俳諧集では平仮名基本字体（字母「乃」を含む）以外に「能」 「濃」 「農」の三字種が使われている。 『古今集』三本では「能」を多用し、 「農」は『三代集本』にのみ用いられ「濃」を仮名字母とする例はない。前時代の万葉仮名では「ぬ」に 農」 、 「の」に 怒 とあるのを『三代集本』では引き継ぐことなく、 農 は 怒 「ぬ」の 母として用いられ、 の事象の直接的な関わりは別として後代俳諧集にも継承さ る。 『七百五十韻』における「の」三字種の用法を見てみると、　
⑱五
イソジ
十の末濃栄
エヨウ
耀乗物（ 『七百五十韻』一八六）
　
⑲紙
カミコ
袍袋農一重卯の花（ 『七百五十韻』六〇八）
　
⑳青昆布能岩滑に瀧落て（ 『七百五十韻』一〇五）
とあり、一句中に同一の仮名が複数回現れる場合に意識的な用字としての変字法、或は画数の多い字母を漢字語 間 挟んで律文の近世性を表現しようとした一つの方法だったのではないだろうか。 『江戸宮笥』では「農」の事例はな が「濃」に四八例があり、 「濃」を用いる他 三 と格段の使用差がある。・ 『日本紀竟宴和歌』
　
㉑
 阿磨能褒臂俄彌農美飫野簸耶佐賀珥廼伊朋津儒波屢濃多莽登胡楚耆鶏（あまのほひかみのみおやはやさかにのいほつすはるのたまとこそきけ） （得天穂日命二首）
〔表一〕 「の」三字種の使用数（ 『万葉集』では使用字母に〇印）
農 能 濃 「の」字母 
－ 46 － 正章千句 
俳諧集
 
1 179 3 紅梅千句 
10 155 － 宗因七百韻 
2 92 － 江戸八百韻 
－ 47 － 當流籠抜 
34 93 － 西鶴五百韻 
1 211 － 江戸蛇之鮓 
－ 114 48 江戸宮笥 
－ 228 16 軒端の独活 
10 72 2 七百五十韻 
－ 40 － 貞応本 古今集
 
－ 21 － 嘉禄本 
7 223 － 三代集本 
ぬ 〇 ぬ 万葉集：農・濃（ぬ） 
　〔表一〕からは、すべての資料において、三字母中「能」の使用数が圧倒的に多く、三字母を用いるのは俳諧集の『紅梅千句』 『七百五十韻』のみであることが看取できる。次に、●鎌倉期写本の『古今集』三本にはない字母九字中、 『古今和
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歌集』 （元永本・高野切・関戸本）に事例がある「寿」 「遅」 「舞」「茂」 「李」 「衛」の六字について述べていくことにしたい。㈣「寿（す） 」 ： 「す」には一〇俳諧集中「寿」 「須」 春 の三字母があり、 「須 「春」は一〇俳諧集すべてに使用 のに比して、 「寿」は『正章千句』 例、 『紅梅千句』一八例、 『西鶴五百韻』一例の三俳諧集のみである。　『元永本古今集』には次の歌以外にも一〇番に「なか
寿
もあ
るかな」と記す例が見える。　
㉒をりつればそでさへにほへむめのはな
 
　　
ありとやこゝにうぐひ寿のなく（ 『元永本古今集』三二）
 
　『古今集』三本では「須」が共通して使用され、 「春」は『三代集本』にのみ　㉓けふこすはあ須は雪とそふりなまし
　　
消春は有とも花とみましや（ 『三代集本』六三）
など五首に用いる例がある。 『元永本古今集』 『秋萩帖』 にもの事例があり、 乾 （二〇一八） 「 「万葉仮名」 と 『秋萩帖』 では 「春」について「平安時代的な仮名といえ」 、 平仮名文献一般にみとめられるものであり、平安時代的な特徴をしめすものと考えられる
（（1
（
」と述べられている。
　
次の〔表二〕は『古今集』三本と一〇俳諧集における「す」
に当てる三種の字母数をまとめたものである。 この表をみると、三字母中「春」を最も多く使用する俳諧集に五俳諧集があり、それに対して『古今集』三本では、いずれ 異体仮名としては「須」を主用とするのが窺われる。〔表二
 〕各資料における「す」の三字種の使用数（太字は各作品集での「す」の主用異体仮名、 『万葉集』では有無のみ）
春 須 寿 「す」字母 
79 7 1 正章千句 
俳諧集
 
26 1 18 紅梅千句 
45 25 － 宗因七百韻 
4 17 － 江戸八百韻 
17 17 － 當流籠抜 
33 38 1 西鶴五百韻 
17 29 － 江戸蛇之鮓 
15 40 － 江戸宮笥 
39 5 － 軒端の独活 
20 14 － 七百五十韻 
－ 33 － 貞応本 古今集
 
－ 5 － 嘉禄本 
5 39 － 三代集本 
－ 〇 － 万葉集 
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㈤「遅（ち） 」 ：次の㉔の句は『正章千句』 「第九
 初冬落葉」の
冒頭の句であり、 落葉の情景に重点が置かれ、 「いろは歌」の「千（知） 」と区別するために「散りぬる」の語頭を「遅」で特立させたと捉えられる。
 
　
㉔けふよりや伊呂波遅利ぬる假
カン
名ナヅキ
月（ 『正章千句』八〇一）
　『万葉集』中「遅」は、 「―路」の濁音「ぢ」に用いることが多く、八五六番では「家路」の「路」に「遅」を当てる。　㉕
 麻都良奈流多麻之麻河波尒阿由都流等多々世流古良何伊弊遅斯良受毛（松浦なる玉島川に鮎釣ると立たせる子らが家路知らずも） （ 『万葉集』八五六）
　
また『関戸本古今集』には、次の様な「遅」の例がある。
　
㉖遅りをたにすゑしとそおもふさきしより
　　
いもとわかぬるとこなつの花（ 『関戸本古今集』一六七）
㈥「舞（む） 」 ：一〇俳諧集中「―ら舞」五例、 「―な舞」一例がある。㉗の「ふかみ草」は牡丹の異名であり、付句は ふかみ草」から玄宗と楊貴妃が牡丹を賞した「沈香亭」を 合語とし、一面に薫 情景に相応しい異体仮名として「舞」が用いられ、㉘では「野風―舞」 、㉙では「躍―舞」 何れも文字をなかだちと て句の行間ににじみ出てくるものに重きをおいた表現法を採用しているといえる。
　
㉗何ぼんも咲きみだれたるふかみ草（八七一）
　　
沈ヂン
香カウ
亭テイ
やさそ匂ふら舞（ 『紅梅千句』八七二）
　
㉘吟ずる詠の聲もかすめり（四五〇）
　　
鴬はもしも野風や引つら舞（ 『正章千句』四五一）
　
㉙白妙アンヘンビル茶染にやる（一六五）
　　
グルスイ躍
ヲドリ
友そゝるら舞（ 『軒端の独活』一六六）
　『古今集』 （三本）では、一字二音節の「南（なん） 」 「覧（らん） 」の表記が見え、 「舞」は用いられないが、 『古今集』 （元永本・高野切）には、次のような「舞」の表記例がある。　㉚露なからをりてかさゝ舞きくの花
　　
おいせぬあきのひさしかるへく
 
（ 『元永本古今集』二七〇）
　
㉛ゆふつくよをくらのやまになくしかの
　　
こゑのうちにやあきはくるら舞
 
（ 『古今集高野切』三一二）
㈦「茂（も） 」 ： 『江戸宮笥』に次の一例がある。　
㉜痩馬に欲をからけて追たつる（三一三）
　　
儀理も外聞も萩も薄茂（ 『江戸宮笥』三一四）
　
右の「茂」は一句を締め括るために、文字の読み易さ・書き
易さとは関係なく、萩・薄と関連付けて「茂」の「色々な物を
305
重ね合わせる」表意性を表現に関与させたと捉えられる。 『元永本古今集』 （仮名序）では「赤人は人丸かし
茂
にたゝむこと
かたく」と「茂」を用いる一節があり、 『万葉集』 （八一二）にも次のような例がある。　
㉝
 許等騰波奴紀尒茂安理等毛和何世古我多那礼乃美巨騰都地尒意加米移母（言問はぬ木にもありともわがせこが手馴れの御琴つちに置かめやも）
㈧「李（り） 」 ：一〇俳諧集中㉞から㊱の三例があり、 『 戸本古今集』㊲と類似する用法が見える。　
㉞雨したゝ李て蜻
トン
蛉ハウ
の國（ 『江戸八百韻』二六六）
　
㉟揚
アゲ
代の朱雀の御
ミ
野ノ
の月残李 七百五十 四七）
　
㊱風の松七郎左衛門かたりけ李（ 『七百五十韻』三五七）
　
㊲やと遅かくうめの花うゑしあちきなく
　　
待人の香にあやまたれ遣李（ 『関戸本古今集』三四）
㈨「衛（ゑ） 」 ： 『紅梅千句』 （二〇三・五九六） 『宗因七百韻』 （八・七二・二八七） 『江戸八百韻』 （二六一 には「す衛」があり、 「ゆく衛」 が 『宗因七百韻』 （四二） に見える。 『古今集』 （三本） と 『万葉集』中には仮名としての事例はないが、 『元永本古今集』には次の一首以外にも 「こ衛」 （三五九） 「う衛」 （二五四） など 「衛」を用いる例がある。
　
㊳う衛しうゑはあきなき時やさかさらん
　　
花こそちらめねさへかれめや（ 『元永本古今集』二六八）
〔表三〕 『古今集』 （鎌倉期写本三本）にない字母
ゑ り も む の て ち す く 仮名 
衛 李 茂 舞 濃 傳 遅 寿 倶 字母 
2 － － 1 － － 1 1 － 正章千句 
－ － － 1 3 － － 18 2 紅梅千句 
4 － － － － － － － － 宗因七百韻 
2 1 － － － － － － － 江戸八百韻 
－ － － － － － － － － 當流籠抜 
－ － － － － － － 1 － 西鶴五百韻 
－ － － － － － － － － 江戸蛇之鮓 
－ － 1 － 48 4 － － － 江戸宮笥 
－ － － 2 16 － － － － 軒端の独活 
－ 2 － 1 2 － － － － 七百五十韻 
元永本古今和歌集
 
関戸本古今和歌集
 
万葉 ・元永本古今和歌集
 
古今和歌集（高野切） （元永本）
 
日 紀竟宴和歌・ （万葉集「ぬ」 ）
 
日本紀竟宴和歌
 
万葉集・関戸 古今和歌集
 
元永本古今和歌集
 
日本紀竟宴和歌
 
所用資料
 
　
以上の結果、異体仮名七一字中、 『古今集』 （三本）に使用さ
れない異体仮名九字は、 〔表三〕に示すように使用歴があり、
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すべて、俳諧集で初出する異体仮名ではなく、伝統的に前時代の仮名遣いを踏襲した異体仮名ということに る。　
付け加えると『古今集』 （三本）にあるが俳諧集で使用され
ない異体仮名の字母に、 「裳 （も） 」 「江 （え） 」 「悲 （ひ） 」 「牟 （む） 」「夜（よ） 」の五字がある。　「江」は平安前期頃まではヤ行の「え」に対応していたが、一〇世紀後半にヤ行の区別が消滅した結果、俳諧集では使用されなくなったのだろう。　また、 「悲」は『万葉集』では、 固定的ではないが「恋（こひ） 」
の「ひ」に使用する例が多く、 『古今集』 （三代 本）では　
㊴くへきほとゝきすきぬれや待わ悲て
　　
鳴なるこゑの人をとよむる（ 『三代集本』四二三）
　
㊵夢ちには足もやすめすかよへとも
　　
うつゝに悲とめみしことはあらす（ 『三代集本』六五八）
の二例が見え、待ち侘びる悲しさ、実際には会えていない悲しい心情を詠み、言語内容と結びついた異体仮名「悲」を用いる例がある。　「裳」は、 『三代集本』では文頭に「裳ゝちとり」 （二八） 、語頭に「裳しほ」 （九六二） 、語末に「このもかの裳」 （一〇九五）と助詞 一〇 見え、 『貞応本』 『嘉禄本』では「悲」 「裳」
共に用いられない。　「夜（よ） 」は、 『貞応本』に「夜ゐ〳〵」 （五一六・五九三）
「夜ひのまも」 （五六一）とあり、 「夜ゐ〳〵」は「毎夜」を意味する語である。これら三首の「夜」は表語機能を兼ね持つ借字と捉え べきか。 『万葉集』では「や」に当てる。〔表四〕
 俳諧集にない字母の『古今集』三本における出現回数（ 『万葉集』では使用文字に〇を記す。 ）
万葉集
 
三代集本
 
嘉禄本
 
貞応本
 
 
－ － 1 1 江 
〇 2 － － 悲 
〇 － 1 － 牟 
〇 13 － － 裳 
や － － 3 夜 
　
以上、和歌と俳諧では、貴族的・庶民的の位相差があり、 『古
今和歌集』では美的観点から、選択される異体仮名に、画数の多い字母は回避される傾向があるのではと予測してみたが 鎌倉期写本の 『古今集』 （三本） 中 『貞応本』 『嘉禄本』 では 「盈」 「盤」「遍」 「遊」 「羅」 「類」など若干の画数の多い字母を使用しない
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傾向が見えるものの、 〔表三〕に提示したように『元永本』 『高野切』 『関戸本』では「遅」 「舞」 「衛」などの画数の多い異体仮名の使用例 あり、字母（漢字）の複雑さとは関係なく、大きく崩すことにより美しさを保ち、画数 多い字母を使わ いわけではない。　〔表五〕はそれぞれの資料における字母の異なり数をまとめたものであり、 『古今集 三本の（
 ）内は、一〇俳諧集と共通
する字母数 る。〔表五〕俳諧集と『古今集』三本の異なり字母数
異なり数 作品名  
46 正章千句 
俳
諧
集 
52 紅梅千句 
55 宗因七百韻 
48 江戸八百韻 
30 當流籠抜 
48 西鶴五百韻 
40 江戸蛇之鮓 
45 江戸宮笥 
53 軒端の独活 
55 七百五十韻 
39（37） 貞応二年本 古
今
集 
40（38） 嘉禄二年本 
63（61） 三代集本 
終わりに
　
本稿では、 近世初期の一〇俳諧集を通観して異体仮名の字種・
機能などの特徴を探ろうと検討を進めてきた。　
その結果、拙稿（二〇一八）では、 『三代集本』と狂歌集『半
井卜養狂歌』に共通点が多いことを指摘したが、本稿の俳諧集における異体仮名の使用状況においても、 『三代集本』と俳諧集に共通す 字母が多く、 文字表記上で『三代集本』と狂歌集・俳諧 は近い関係にあるといえる。　
また、異なり字母数七一字中『万葉集』に四七字（約六六
パーセント） 、 『古今和歌集 （鎌倉期写本三本）では六二字（約八七 の共通字母があり、 その他『古今和歌集』 （元永本・関戸本・高野切）と『日本紀竟宴和歌』を合わせると、七一字すべてに事例があるこ から、総じて 俳諧集で初出する異体仮名ではなく、前時代から受け継がれてきた異体仮名であることが認められた。　
さらに、俳諧集中漢字の表音表記において、仮名一字に一様
に字母（漢字）一字が対応するのではなく、複数の字母が存在する中で、必ずしも選択の基準がある訳ではないが、運用に当たって位置的・職能的な使い分け、字母（漢字）の表意性を考
308
慮した意図的な字母の選択、分節明示など視覚的変化を与えるために用いる異体仮名があることを窺い知ることが出来た。　
以上、今回は大雑把な調査報告に終わってしまったが、今後、
一字に複数種ある多くの字母を取り上げて、どれだけ使い分けの意識があったのかを検討していきたいと考えている。注（
1）　
河野六郎「文字の本質」 （ 『
岩波講座
日本語
8』一九七七年
　
岩
波書店
　
五―六頁）
（
2）　
乾善彦『日本語書記用文体の成立基盤―表記体から文体
へ―』二〇一七年
　
塙書房
　
一〇〇―一〇一頁
（
3）　
乾善彦『漢字による日本語書記の史的研究』二〇〇三年
　
 
塙書房
　
五六―五九頁
（
4）　
宇野義方「異体がなの使い分け」 （ 『松村明教授
 古稀記
念
　
国語研究論集』一九八六年
　
明治書院
　
三七九頁）
（
5）　
矢田勉『国語文字・表記史の研究』二〇一二年
　
汲古書
院
　
三四二頁
（
6）　
内田宗一「黄表紙・洒落本の仮名字体―恋川春町自筆版
下本についての考察―」 （ 『国語文字史の研究
　
四』一九九八
年
　
和泉書院）
（
7）　
浜田啓介 「板行の仮名字体―その収斂的傾向について―」
（ 『国語学』第一一八集
　
一九七九年）
（
8）　
田中巳榮子「近世初期の狂歌における異体仮名使用の実
態―『古今夷曲集』 『吾吟我集』 『半井卜養狂歌』を中心として―」関西大学『国文学』 （一〇二号）二〇一八年三月
（
9）　
田中巳榮子『近世初期俳諧の表記に関する研究』
二〇一八年二月
　
和泉書院
（
10）　「安・以・宇・衣・於・加・幾・久・計・己・左・之・寸・
世・曽・太・知・川・天・止・奈・仁・奴・祢・乃・波・比・不・阝 保 末 美 武 女 毛 也 由 与 良 利 留禮（礼） 呂・和・為（爲） ・恵・遠」
（
11）　
築島裕『仮名』 （ 『日本語の世界
5』一九八一年
　
中央公
論社）
（
12）　『萬葉集三』 （ 『日本古典文学大系』 一九六九年
　
岩波書店）
（
13）　
飯田正一『貞徳紅梅千句』一九七五年
　
桜風社
（
14）　『宗五大艸紙』 （ 『群書類従・第二十二輯』武家部
　
一九五九年訂正三版
　
続群書類従完成会
　
六〇一頁）
（
15）　『好色一代男』 （江戸版） （ 『近世文学資料類従西鶴編
2』
一九七四年
　
勉誠社）
（
16）　『悦目抄』 （ 『日本歌学大系第四巻』一九五六年
　
風間書
309
房
　
一四七頁）
（
17）　『日本紀竟宴和歌』 （ 『續群書類従・第十五輯』一九一〇
年
　
経済雑誌社
　
巻第四〇四）／「高知県立図書館蔵」 （国
文学研究資料館
　
一九八三年）
　
h
ttp
://b
ase1.n
ij1.ac.jp
/iv
iew
/F
ram
eB
ottom
.jsp
?D
B
_
ID
=
G
0003917T
M
&
C
_C
O
D
E
=
0
　
を参考とし、俗字を現行の漢字（ 「微」 「儺」 「釐」など）に改めたものもある。
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みえこ／本学東西学術研究所非常勤研究員）
